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１ 八王子市生涯学習プラン策定の趣旨 

人生 100年時代において、同一年齢での単線的な学びや進路選択を前提としたライフスタイルから、一人ひとりの学ぶ時期や進路が複線

化する人生のマルチステージモデルへと社会が転換しつつあります。より充実した人生を送る上で、学校教育における学びの多様化ととも

に、社会人の学び直し（リカレント教育）をはじめとする生涯学習が果たす役割はより大きくなっています。また、核家族化や少子高齢化、

加えて新型コロナウイルス感染症の流行に伴う行動制限などによって地域のつながりが希薄となり、地域の担い手不足の解消が課題となっ

ています。 

教育基本法では、生涯学習の理念について「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわた

って、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければな

らない。」としています。 

学びを通して個人の人生を豊かにするとともに、その成果を個人にとどめることなく、人とひと、人と地域のつながりを促進することに

よって、多様かつ複合化した地域課題の解決や経済発展にもつなげていくことが求められています。 

このような生涯学習を取り巻く状況の変化をとらえ、八王子市基本構想・基本計画「八王子未来デザイン 2040」（以下「八王子未来デザイ

ン 2040」という。）に掲げられた都市像の実現に向け、今後 10年間にわたる生涯学習の施策の方向性と展開を示す新たな「八王子市生涯学習

プラン」（以下「生涯学習プラン」という。）を策定します。 

 

２ 「生涯学習」とは （「生涯学習」の定義） 

「生涯学習」という言葉は、余暇・レクリエーション活動や趣味・教養に関わる活動と捉えられがちですが、実際にはこれらの活動だけで

はなく、生涯にわたるあらゆる学習活動を含む広範な概念です。 

そこで「生涯学習プラン」では、「生涯学習」の定義を、個人の自発的な学習はもちろんのこと、学校教育、社会教育、家庭教育のほか、ス

ポーツ・レクリエーション活動、文化芸術活動、ボランティア活動、職業上必要な技能の習得など、学習を伴う幅広い活動として捉え、市民

一人一人が生涯にわたり、あらゆる機会に、あらゆる場所において主体的に行う、あらゆる学習の活動の総称とします。 

概要版 八王子市生涯学習プラン 令和７年度～令和 16年度（2025年度～2034年度） 
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４ 計画期間 

 

令和７年度（2025年度）から令和 16年度（2034年度）までの 10年間とします。 

なお、生涯学習プランの進捗状況、社会情勢、国の政策動向などを踏まえ、必要に応じて計画内容の見直しを行います。 

３ 基本理念 

つながり、学びあうまち 八王子 

５ 基本施策と目指す姿 

基本施策１ 誰もが学べる環境の整備 

目指す姿 

●全ての子どもが、多様な体験活動に参加できている。 

●誰もが、いつでも、どこでも、学べる環境で、生涯にわたり多様な学びに取り組んでいる。 

●日本遺産や歴史文化などを体験できる機会が充実している。 

●生涯学習情報が SNS・インターネット・広報紙などの複数の媒体で、分かりやすく提供され、市民の生涯学習活動の充実に

つながっている。 

●生涯学習施設が、市民が気軽に活用でき、学びのきっかけづくりの場として機能している。 

基本施策２ 社会を創る学びの推進 

目指す姿 

●全ての子どもの健やかな育ちを地域で支えている。 

●学びが個人にとどまらず、社会や地域での活動に活かされ、人とひととの交流が新たな学びにつながり、学習成果が循環し

ている。 

●高校生・大学生等が地域で活躍できる機会が充実し、地域が高めあって、協働している。 
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施策の展開 

国や都の生涯学習の動向及び生涯学習施策の取組状況を踏まえ、以下の７つの施策の展開をもって本プランを策定します。 

 

（１）子どもの頃から始める生涯の学び 
子どもの頃の質の高い学びや体験は、生涯にわたって良い影響を与えるため、全ての子どもに、様々な学びや、社会で生き抜く力

を得るための糧となる多様な体験活動の機会を提供することを目指します。 

   

（２）多彩な学習機会の充実 
社会人の学び直しに関する情報の提供の推進や、多種多様な講座の提供、「八王子駅南口集いの拠点（仮称）」における「いこいラ

イブラリ（仮称）」の創設といった新たな学習環境の提供などにより、学びへのきっかけをつくり、人生を豊かにする機会を創出しま

す。 
   

（３）共生社会の実現に向けた生涯学習の支援 
共生社会を理解するための講座やイベントといった取組や、ユニバーサルデザインに対応した環境づくりを進めます。 

 

（４）学校、家庭、地域で支える子どもの成長 
学校コーディネーターの更なる活用などによって、地域学校協働活動の一層の推進を図ります。また、地域のつながりが希薄にな

っているなかで、保護者同士が交流できる機会の提供や子どもの居場所づくりに取り組みます。 
 

（５）地域活動に参加する人材の育成 
イベントによる市民のネットワークづくりや、多様な講座によるコーディネーター、ボランティア、指導者の育成によって、地域

社会の担い手不足の解消に取り組み、学校部活動との連携も含めた地域活動の促進を行います。また、地域の各分野のコーディネー

ターの活用によって、人と地域をつなげる取組の推進や交流の場の創設を目指します。 

 

（６）学びを活かし、つながり、広がる環境の充実 
地域活動の更なる周知や、講座参加者がその成果を活かすことができる場への接続を確実に行うことによって、地域活動参加への

きっかけづくりを行います。 

   

（７）学園都市の強みを活かした学びの拡充 
大学等と連携した社会人の学び直しや学生等が地域とつながるための自主的な活動を支援し、地域と学生等に新たな学びの環境を

実現することを目指します。 
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施策の体系図 

次のとおり施策を展開し、学びの循環を生み出す生涯学習を推進します。 

 


